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紙面（画面）全体の何処に図を配置するかは、ビューポート指定用のサブルーチン pgsvp で指定する。紙面（画面）の左下隅が (0.0, 0.0) で、右上隅が (1.0, 1.0) である。本例の場合は、x 方向が 0.15～0.9、y 方向が 0.2～0.85 と指定されており、これらがそれぞれの方向のグラフの端（外枠）の位置となる。
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この部分は、ソースコードの         call pgmtxt ( 'T', 2., 0.5, 0.5, '\fr'//pnam )の部分で描かれている。　プログラムの実行時にキーボードからpnam （具体的には、地点コード）を入力し、それがローマン字体(\fr) でグラフの上端 ('T' = top) に描かれる仕組み。


この部分は、ソースコードの
        call pgmtxt ( 'B', 4.,  0.5, 0.5, '\frData Number' )で描かれている。　最初のパラメータ 'B' が、グラフの下端(Bottom)に文字列を描くことを意味する。


この部分は、ソースコードの         call pgmtxt ( 'L', 4.5, 0.5, 0.5, '\frSea Level (cm)' )で描かれている。　最初のパラメータ 'L' が、グラフの左端（Left)に文字列を描くことを意味する。


グラフの範囲（ウィンドウ）は、gsvwn ルーチンで指定する。 本例ではソースコードの         call pgswin ( xmin, xmax, ymin, ymax )の部分がこれに該当し、ｘ 軸方向に xmin～xmax (各ページで可変)、ｙ 軸方向に ymin～ymax （0～500 に指定）の範囲をグラフにすることを指定している。軸やメモリの形式は、         call pgbox ( 'BCGINTS1', 120., 5, 'BCGINVTS1', 50., 5 )の部分で決まっている。　x 軸に付ける数値ラベルの間隔を 120 にして、さらにその間を 5 つずつ区切ってメモリをつけてある。y 軸方向も同様で、50 ずつ数値ラベルを付け、その 50 ずつの間を5 等分するようなメモリを打ってある。　軸のメモリの方向や、グラフ内に描かれている格子線の有無は、それぞれ、最初と４番目の文字列パラメータで指定されている。
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本例では、ソースコードの         call pgpt   ( np, xd, yd, 20 )の部分で記号を描き、         call pgline ( np, xd, yd )の部分で線を引いている。　両サブルーチンのカッコ（　　）内の最初のパラメータ (本例では 'np') が記号を描いたり線で結ぶべき座標の数を表し、その後に続く２つのパラメータ（本例では xd と yd）が点列の ｘ，ｙ 座標を与える。pgpt ルーチンの最後のパラメータ (本例では '20') は、描く記号の種類を表す（この場合は○印）。
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